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緑の力で涼しい夏を!!緑の力で涼しい夏を!!緑の力で涼しい夏を!!：２：２：２
児童手当の届け出を忘れずに：８児童手当の届け出を忘れずに：８児童手当の届け出を忘れずに：８
路上喫煙禁止地区が指定されます：10路上喫煙禁止地区が指定されます：10路上喫煙禁止地区が指定されます：10
春の風物詩：14春の風物詩：14春の風物詩：14

●「社協だより」が折り込まれています。●「社協だより」が折り込まれています。●「社協だより」が折り込まれています。
＊川越市ホームページ＊川越市ホームページ＊川越市ホームページ（（（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも広報川越をご覧になれます。http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも広報川越をご覧になれます。http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも広報川越をご覧になれます。
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暑
さ
に
緑
が
効
果
あ
り
！

こ
れ
か
ら
訪
れ
る
夏
。
こ
こ
数

年
、
夏
の
暑
さ
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

東
京
な
ど
の
大
都
市
で
は
、
車

の
排
気
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
た
と

き
に
出
る
熱
が
、
よ
り
気
温
を
高

く
し
て
い
ま
す
。
太
陽
光
線
に
よ

っ
て
暖
め
ら
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
建
物
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
路

が
出
す
放
射
熱
も
、
気
温
を
上
げ

る
原
因
で
す
。
多
量
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
や
建
物
・
道
路
の
材
質
か

ら
も
た
ら
さ
れ
る
熱
が
、
暑
い
夏

を
耐
え
難
い
も
の
に
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
少
し
で
も
暑

さ
を
和
ら
げ
る
に
は
、
植
物
を
利

用
す
る
の
が
効
果
的
で
す
。
最
近

は
、
屋
上
に
芝
を
植
え
た
り
庭
園

を
造
っ
た
り
す
る
屋
上
緑
化
や
、

建
物
の
壁
を
植
物
で
覆
う
壁
面
緑

の
ほ
う
が
室
温
が
低
下
す
る
度
合

い
は
高
い
よ
う
で
す
。

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
に
使
用
し

た
材
料
は
、
す
べ
て
市
販
さ
れ
て

い
る
物
で
す
。
作
り
方
は
、
右
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
が
苗
の
植
え

付
け
や
種
を
ま
く
の
に
、
絶
好
の

時
期
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
家
も
、

植
物
の
力
で
夏
を
涼
し
く
過
ご
し

て
は
い
か
が
で
す
か
？

屋
上
緑
化
・
壁
面
緑
化
に
よ
り
、

も
た
ら
さ
れ
る
効
果

①
地
球
温
暖
化
の
防
止

植
物
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因

で
あ
る
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
ま

す
。
ま
た
、
建
物
内
の
温
度
上
昇

上
・
建
物
の
劣
化
の
抑
制
・
雨
水

の
流
出
抑
制
な
ど
が
、
期
待
で
き

ま
す
。

東
京
都
で
は
一
定
規
模
の
建
物

を
建
築
す
る
際
に
、
屋
上
面
積
の

20
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
緑
化
を
義

務
付
け
て
い
ま
す
。
川
越
で
も
、

平
成
十
七
年
度
か
ら
川
越
小
学
校

に
壁
面
緑
化
、
ク
ラ
ッ
セ
川
越
や

昨
年
度
建
設
し
た
月
越
小
学
校
に

屋
上
緑
化
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
屋

上
緑
化
や
壁
面
緑
化
を
行
う
際

に
、補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

化
が
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
は
い
か
が
？

一
般
的
な
屋
上
緑
化
や
壁
面
緑

化
は
基
盤
を
設
置
し
て
特
殊
な
資

材
を
使
用
す
る
た
め
、
費
用
が
か

か
り
ま
す
。
建
物
が
重
さ
な
ど
に

耐
え
ら
れ
る
か
、
強
度
を
確
認
す

る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対

し
て
、
家
庭
で
も
簡
単
に
で
き
る

の
が
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
で
す
。

ア
サ
ガ
オ
や
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
一

年
草
つ
る
植
物
を
ネ
ッ
ト
に
伝
わ

せ
て
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
日
陰
を

作
り
、
室
内
の
温
度
が
上
昇
す
る

の
を
抑
え
ま
す
。
昨
年
度
、
川
越

小
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
八
月
下
旬
の
晴
れ
た
日
に

教
室
の
温
度
が
、「
緑
の
カ
ー
テ

ン
」
を
付
け
て
い
な
い
教
室
よ
り

も
一
度
ほ
ど
下
が
っ
た
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
。
校
舎
の
よ
う
な

広
い
空
間
よ
り
も
、
一
般
の
住
宅

を
抑
え
る
た
め
、
多
量
の
電
気
を

使
う
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
伴
う

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
も
期

待
で
き
ま
す
。

②
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和

屋
上
や
壁
面
の
植
物
か
ら
水
が

蒸
散
し
、
気
化
熱
で
気
温
を
下
げ

ま
す
。
ま
た
、
周
辺
へ
の
熱
の
照

り
返
し
や
、
日
中
に
建
物
が
蓄
え

た
熱
が
夜
間
に
放
出
さ
れ
る
の
を

防
ぎ
ま
す
。
さ
ら
に
、
建
物
内
の

温
度
上
昇
を
抑
え
る
た
め
、
エ
ア

コ
ン
の
室
外
機
か
ら
出
る
熱
が
減

少
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
景
観
の
質
の
向

緑
の
力
で

涼
し
い
夏
を
!!

始
め
ま
せ
ん
か
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

環
境
政
策
課
み
ど
り
の
担
当
・
℡
内
線
２
６
１
３

上のセットを50cm程度の間

を空け、壁に沿って並べます。

幅60cmのプランターには、３

株を植えます。

「緑のカーテン」に適した植

物として、花が楽しめる物に、

アサガオ（写真①）・フウセン

カズラ・ユウガオなど。実を収

穫できる物に、ゴーヤ（写真

②）・ヘチマ（写真③）・キュ

ウリなどがあります。

昨年、川越小学校で実施した昨年、川越小学校で実施した昨年、川越小学校で実施した
「緑のカーテン」「緑のカーテン」「緑のカーテン」

緑のカーテンの構造
（川越小学校の例）

①①①

②②②

③③③



●
●

●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●

昨年、自宅に「緑のカーテン」を設置

した山名さんに、その効果などについて

伺いました。

昨年春、このマンションに引っ越して

きました。ベランダのフックなど壁面緑

化のための設備が付いていたので、ゴー

ヤとキュウリを植えて、さっそく始めて

みました。

真夏に窓の外を葉が覆い、直射日光が

家の中に入ってこないので、床などが熱

くなりません。でも、風は葉の間を通り、

かなり入ってきます。だいぶ、涼しく感

じますね。

子どもたちも興味があるようで、水や

りをしてくれます。植物を育てる楽しさ

を、体感しているのではないでしょうか。

市では、市民や事業者の皆さんが市街化区域内の

建築物に屋上緑化や壁面緑化を行う際に補助金を交

付しています。詳しくはお尋ねください。

対象
市街化区域内の建築物で、新たに屋上緑化・壁面

緑化または既存の屋上緑化・壁面緑化の全面改修を

行う方。

補助要件
屋上緑化…固定式の植栽基盤を整備し、３㎡以上緑

化すること

補助資材を設置する壁面緑化…補助資材を、３㎡以

上設置すること

屋上等からつる性植物を下垂させる壁面緑化…植栽

延長距離が３ｍ以上で、かつ、１ｍ当たり３本以

上植栽すること

３ 広報川越№1150・2007.５.10 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/

緑に囲まれた生活を
家族で楽しんでいます

山
やま

名
な

崇
たか

央
ふみ

さん（26歳・富
ふ

士
じ

見
み

町
ちょう

）

「川越市屋上緑化・壁面緑化補助金交付制度」もご利用ください
補助金額

補助金算出方法
補助対象経費の２分の１と補助金単価額に緑化面

積（植栽延長距離）を乗じて得た額の、いずれか小

さい額。

申し込み
事前相談のうえ、着工の20日以上前に申請書を

提出。

問い合わせ
環境政策課みどりの担当・℡内線2613

屋上等からつる
緑化種別 屋上緑化

補助資材を設置
性植物を下垂さ

する壁面緑化 せる壁面緑化

補助金単価額 20,000円／㎡ 5,000円／㎡ 10,000円／ｍ

補助上限額 400,000円 100,000円 200,000円

昨年の山名さん宅の様子。昨年の山名さん宅の様子。昨年の山名さん宅の様子。
「緑のカーテン」で室内は快適です「緑のカーテン」で室内は快適です「緑のカーテン」で室内は快適です



広報川越№1150・2007.５.10 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/ ４

都
市
計
画
に
関
す
る
公

聴
会
を
開
催
し
ま
す

県
が
決
定
す
る
川
越
都
市
計
画

「
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方

針
」の
案
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
う
た

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

傍
聴
に
つ
い
て

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
六
月
四

日
席
以
降
に
、
住
宅
課
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

日
時
…
６
月
11
日
席
、
午
後
２
時

〜
会
場
…
本
庁
舎
七
階
７
Ｂ
会
議
室

対
象
…
川
越
市
・
日ひ

高だ
か

市
・
川か

わ

島じ
ま

町ま
ち

在
住

定
員
…
先
着
五
十
人

問
い
合
わ
せ
…
住
宅
課
住
宅
計
画

担
当
・
℡
内
線
３
１
６
１

商
業
統
計
調
査
を
実
施

六
月
一
日
昔
現
在
で
、
全
国
一

斉
に
商
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
卸
売
業
・
小

売
業
を
営
む
事
業
所
（
商
業
事
業

所
）
を
対
象
と
し
て
、
経
済
産
業

省
が
実
施
す
る
も
の
で
す
。
商
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
流
通
産

業
施
策
の
た
め
の
重
要
な
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
。

五
月
中
旬
か
ら
六
月
中
旬
に
か

け
て
、
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査

員
が
調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
と

回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
情
報
統
計
課
統
計

担
当
・
℡
内
線
２
２
６
４

川越市議会議員一般選挙の結果
選挙管理委員会事務局・℡内線3713

４月22日に行われた川越市議会議員一般選挙の結果をお知らせします。

有権者数＝265,308人（男＝132,762人・女＝132,546人）

投票者数＝122,598人（男＝59,476人・女＝63,122人）

投票率＝46.21％（男＝44.80％・女＝47.62％）

有効投票＝121,071票

無効投票＝1,491票$持ち帰り票＝36票

当 片
かた

野
の

ひろたか 6,413票

当 川
かわ

口
ぐち

けいすけ 4,923.975票

当 川
かわ

口
ぐち

ともこ 3,745.024票

当 関
せき

口
ぐち

いさむ 3,535票

当 石
いし

川
かわ

ともあき 3,413.409票

当 おのざわ哲
てつ

也
や

3,393.227票

当 牛
うし

くぼたきお 3,272票

当 近
こん

藤
どう

よしひろ 3,064票

当 きりのただし 3,039.542票

当 三
み

上
かみ

きくぞう 3,038票

当 菊
きく

地
ち

みのる 3,021票

当 わかさみどり 3,021票

当 しみず京
きょう

子
こ

3,016票

当 久
く

保
ぼ

けい一
いち

2,999票

当 石
いし

川
かわ

りゅうじ 2,989.613票

当 中
なか

原
はら

ひでひさ 2,967票

当 江
え

田
だ

はじめ 2,954.542票

当 やまきあやこ 2,868票

当 新
あら

井
い

きいち 2,720.618票

当 おのざわ康
やす

弘
ひろ

2,670.772票

当 高
たか

橋
はし

つよし 2,665.956票

当 くらしま美
み

恵
え

子
こ

2,658票

当 若
わか

海
うみ

保
たもつ

2,643票

当 大
おお

泉
いずみ

かずお 2,581票

当 大
おお

河内
こ う ち

ただし 2,568.457票

当 神
かん

田
だ

ひさお 2,567票

当 佐
さ

藤
とう

けいし 2,543票

当 山
やま

口
ぐち

はじめ 2,500.186票

当 本
もと

山
やま

修
しゅう

一
いち

2,418票

当 稲
いな

浦
うら

としお 2,415票

当 かきた有
ゆう

一
いち

2,363票

当 かとう昇
のぼる

2,302.584票

当 三
さん

遊
ゆう

亭
てい

窓
そう

里
り

2,242票

当 山
やま

口
ぐち

ともや 2,192.270票

当 新
あら

井
い

金
きん

作
さく

2,121.381票

当 松
まつ

井
い

かまたろう 2,120票

当 石
いし

川
かわ

良
りょう

三
さぶ

郎
ろう

2,117.976票

当 吉
よし

田
だ

光
みつ

雄
お

2,018票

当 きしきさとる 1,869票

当 おぎくぼ一
いち

郎
ろう

1,821票

池
いけ

田
だ

まさよ 1,357票

加
か

藤
とう

けい光
こ

1,213.415票

かめだたけひろ 1,174票

吉
よし

岡
おか

かつお 1,114票

田
た

村
むら

つるお 1,061票

高
たか

橋
はし

あきよし 783.043票

しまむら伸
のぶ

夫
お

577票

合計 121,070.990票

都
市
計
画
の
閲
覧

閲
覧
期
間
…
５
月
11
日
昔
〜
24
日

斥
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

閲
覧
場
所
…
住
宅
課
・
川
越
県
土

整
備
事
務
所
（
旭

あ
さ
ひ

町
ち
ょ
う

二
丁
目
）

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
す

め
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

公
述
（
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る

こ
と
）
に
つ
い
て

公
述
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、

公
述
人
を
選
定
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
公
述
の
申
し
出
が
な
い
場

合
は
、
公
聴
会
は
中
止
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
…
閲
覧
場
所
で
配
布
す

る
公
述
申
出
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
５
月
24
日
斥
（
必
着
）

ま
で
に
〒
３
５
０-

８
６
０
１

川
越
市
役
所
住
宅
課
（
本
庁
舎

三
階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

候補者別得票数（得票順・敬称略） 当＝当選

＊得票数の合計は、案分により生じた0.010票が切り捨てられています。
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天皇、皇后両陛下の川越ご訪問について

去る３月28日、天皇、皇后両陛下とスウェー

デン国国王、王妃両陛下のご来川の際には、たい

へん多くの市民の皆さんからのご歓迎・ご協力を

いただき、市長として厚くお礼申し上げます。

当日の午前10時40分、本川越駅に両陛下とス

ウェーデン国両陛下がご到着になってから、午後

４時にお帰りになるまでごいっしょして、川越の

案内をさせていただきました。

時の鐘の下では、天皇陛下から時の鐘の由来な

どについて質問を頂きました。町並みをご覧いた

だきながら蔵造り商家についてご説明をする予定

でしたが、皇后さまは店の中にお立ち寄りになり、

品物の説明を求められたりしました。３台の山車

による曳
ひ

っかわせはやはり圧巻であり、非常にお

喜びいただけたご様子で、小江戸川越をたいへん

よくご覧になっていただきました。

市立美術館では、約１時間のご会食を共にさせ

ていただき、光栄に思っております。天皇陛下は

会食中もいろいろお話をされまして、とても親し

みを感じました。その後、館内の絵画と県内の伝

統工芸などをご覧になりました。また、周囲の皆

さんには非常にお気を遣われ、四方を見て手を振

られる様子にお疲れになるのでは、と心配しまし

た。そして、お帰りになる際、ていねいなお礼の

ことばを頂き、たいへん恐縮しております。

川越にお出かけになったということは、やはり

川越がご覧になる価値がある、そして安全・安心

なまちであるということを、証明しているものと

も思えます。皆さん、ありがとうございました。

市長通信 第７号

川越市長　舟橋功一

こ
と
し
の
異
常
な
あ
た
た
か

さ
で
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど

巨
大
な
大
根
が
又ま

た

取
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
は
何な

ん

と
、
十
一
キ
ロ
、

九
・
八
キ
ロ
、
九
・
二
キ
ロ
、
九

キ
ロ
と
四
本
の
巨
大
大
根
が
取
れ

ま
し
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
作
っ
た

あ
と
に
作
り
ま
し
た
。
こ
や
し
も

た
く
さ
ん
し
て
あ
っ
た
所
だ
か
ら

か
し
ら
と
も
思
い
ま
し
た
。
今
度

の
十
一
キ
ロ
に
は
、
さ
て
ど
う
し

て
食
べ
よ
う

か
と
今
考
え

て
お
り
ま

す
。
大
根
の

名
前
は
「
お

ふ
く
ろ
大

根
」
と
言い

い

ま
す
。
ま
る
で
孫
を
抱
い
て
い
る

様
で
幸
せ
で
し
た
。（

一
部
省
略
）

粗
田
光
子
（
南
大
塚
）

■
広
報
川
越
か
ら

平
成
十
六
年
四
月
十
日
発
行
の

広
報
川
越
で
は
、
八
・
五
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
大
根
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
そ
れ
を
上
回
る
大

き
さ
で
す
。
写
真
を
見
る
と
、
ま

る
で
子
ど
も
を
抱
い
て
い
る
よ
う

で
す
。
そ
の
後
、
小
さ
い
方
の
二

本
は
料
理
に
使
い
、
大
き
い
方
の

二
本
は
家
で
飾
っ
て
い
る
と
伺
い

ま
し
た
。

◎
　
　
　
◎
　
　
　
◎

昔
、
横
浜
に
住
ん
で
い
た
頃こ

ろ

、

近
く
の
会
席
料
理
店
で
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
居お

り
ま
し
た
。

店
が
終
わ
り
、
洗
い
物
を
し
な
が

ら
エ
ビ
天
の
尻
尾

し

っ

ぽ

だ
け
を
と
っ
て

お
く
。

可か

愛わ
い

い
鳴
き
声
と
、
細
い
目
を

し
て
「
け
ん
き
ょ
」
に
そ
の
尻
尾

の
お
ね
だ
り
。「
し
ろ
」
と
言
う

猫
で
し
た
。

山
下
富
美
子
（
寺
尾
）

■
広
報
川
越
か
ら

猫
の
「
し
ろ
」
は
、
そ
の
店
に

行
け
ば
エ
ビ
の
し
っ
ぽ
が
も
ら
え

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
の
で
す

ね
。「
け
ん
き
ょ
」
に
し
て
い
る

姿
を
想
像
す
る
と
、
ほ
ほ
え
ま
し

く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

◎
　
　
　
◎
　
　
　
◎

＊
ふ
り
が
な
は
、
広
報
室
で
付
け

ま
し
た
。

あ
て
先
＝
〒
３
５
０-

８
６
０
１
川
越
市
役
所
広
報
室
「
デ
ュ
エ
ッ
ト
係
」
▼
フ
ァ
ク

ス
＝
２
２
５-

２
１
７
１
▼
Ｅ
メ
ー
ル
＝ko

h
o
@
city.kaw

ag
o
e
.saitam

a.jp

＊
必
ず
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

＊
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

Duet

デ
ュ
エ
ッ
ト

広
報
川
越
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
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～ひとくち情報～ ミニ・インフォメーション ～ひとくち情報～
●川越市広報委員会の傍聴 広報室広報担当・℡内線3521
５月24日斥、午前10時30分～。本庁舎４階４Ａ会議室。先着10人。当日直接会場。

●視覚障害留学生（ベトナム人・男性）のホストファミリー募集 国際交流課国際交流担当・℡内線2141
６月から３年間。金曜日夕方から月曜日朝まで（月～木曜日は県立盲学校寄宿舎で宿泊）。複数のホストファミリーによる交代制。
謝礼あり。詳しくはお尋ねください。
●歯ッピーフェスティバル2007 総合保健センター健康増進担当・℡229－4121
６月３日隻、正午～午後３時、総合保健センター。駐車場が狭いので、公共交通機関などをご利用ください。

元
市
職
員
に
よ
る
横
領
事
件
に
つ
い
て

事
件
の
概
要

事
件
は
、
財
団
法
人
川
越
市
青
少
年
健
全

育
成
協
会
（
理
事
長
・
川
越
市
長
）
の
職
員

と
し
て
事
務
に
従
事
し
て
い
た
元
市
職
員

（
平
成
十
八
年
七
月
二
十
八
日
懲
戒
免
職
）

が
同
協
会
職
員
の
給
与
処
理
に
お
い
て
不
正

を
働
き
、
同
協
会
の
資
金
を
横
領
し
た
と
い

う
も
の
で
す
。

元
市
職
員
は
同
年
十
一
月
九
日
、
業
務
上

横
領
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

裁
判
の
過
程
で
、
同
十
六
年
二
月
か
ら
同

十
八
年
三
月
ま
で
の
間
に
明
ら
か
に
さ
れ
た

金
額
は
、
千
七
百
二
十
三
万
五
千
六
百
六
十

三
円
と
な
り
、
同
十
九
年
四
月
十
八
日
に
業

務
上
横
領
罪
と
し
て
懲
役
二
年
六
月
の
実
刑

判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

元
市
職
員
か
ら
、
同
協
会
へ
の
損
害
賠
償

財
団
法
人
川
越
市
青
少
年
健
全
育
成
協
会
の
職
員
と
し
て
事
務
に
従
事
し
て
い
た
元
市
職
員
が
横
領
事
件
を
起
こ
し
た
こ
と
は
遺
憾
に
た

え
な
い
こ
と
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
深
く
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

市
で
は
市
議
会
の
「
市
職
員
の
公
金
横
領
事
件
の
解
明
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
で
の
調
査
結
果
な
ど
を
真
剣
に
受
け
止
め
、
関

係
職
員
の
処
分
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
不
祥
事
が
再
び
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
綱
紀
粛
正
を
図
り
、
職
員
教
育
を
徹
底
し
、

庁
内
の
危
機
管
理
に
対
す
る
機
能
を
充
実
さ
せ
、
信
頼
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
回
の
事
件
に
つ
い
て
、
市
長
と
し
て
の
職
員
に
対
す
る
管
理
監
督
責
任
を
痛
感
し
、
市
長
の
給
与
を
減
額
す
る
条
例
を
提
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

川
越
市
長
　
舟
橋
功
一

と
し
て
二
千
百
万
円
の
示
談
金
額
が
提
示
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
示
談
書
に
は
、
こ
の
示

談
金
額
を
超
え
る
新
た
な
横
領
金
額
が
証
拠

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
は
、
あ
ら

た
め
て
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
明

記
し
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
同
協
会
と
し
て
も
可
能
な

か
ぎ
り
早
期
に
損
害
回
復
を
図
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
示
談
に
応
じ
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

今
後
も
、
返
還
さ
れ
る
関
係
書
類
、
公
判

記
録
な
ど
を
基
に
、
速
や
か
に
再
調
査
し
て

い
き
ま
す
。

職
員
の
処
分

今
回
の
事
件
に
つ
い
て
管
理
監
督
者
な

ど
、
職
員
十
八
人
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
処

分
を
行
い
ま
し
た
。

減
給
（
十
分
の
一
、
二
月
）

一
人

減
給
（
十
分
の
一
、
一
月
）

二
人

訓
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
人

口
頭
注
意
　
　
　
　
　
　
　
　
九
人

今
後
の
対
応

こ
の
よ
う
な
事
件
が
再
び
起
こ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
管
理
体
制
の
強
化
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
再
教
育
を
は
じ
め
、
庁
内

の
危
機
管
理
に
対
す
る
機
能
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

職
員
の
処
分
に
つ
い
て
＝
職
員
課
人
事
担

当
・
℡
内
線
２
２
３
１

同
協
会
に
つ
い
て
＝
青
少
年
課
青
少
年
担

当
・
℡
内
線
２
４
９
１



務
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
環
境
保
全
課
大
気

保
全
担
当
・
℡
内
線
２
６
２
２

事
業
主
に
定
期
健
康
診

断
受
診
料
の
一
部
を
補

助
し
ま
す

定
期
健
康
診
断
は
、
労
働
安
全

衛
生
規
則
に
定
め
ら
れ
、
す
べ
て

の
事
業
主
に
実
施
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
定
期
健
康
診
断
を
実

施
し
て
い
る
事
業
主
に
、
受
診
料

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業
主
（
次
の
す
べ

て
に
該
当
）

①
市
内
の
事
業
所
で
常
時
雇
用
従

業
員
が
三
十
人
以
下

②
今
後
も
継
続
的
に
定
期
健
康
診

断
を
実
施
す
る

③
納
期
到
来
の
市
税
を
完
納
し
て

い
る

補
助
額
…
従
業
員
一
人
当
た
り
受

診
料
の
30
パ
ー
セ
ン
ト
（
最
高

三
千
円
）

＊
補
助
金
は
、
年
一
回
、
通
算
三

回
ま
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
商
工
振
興
課
労
政

担
当
・
℡
内
線
２
７
２
４

７ 広報川越№1150・2007.５.10 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト

ッ
プ
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

自
動
車
の
排
出
ガ
ス
に
含
ま
れ

る
窒
素
酸
化
物
な
ど
の
大
気
汚
染

物
質
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
一

因
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
の
音
が
、
騒

音
と
し
て
近
隣
の
方
の
迷
惑
に
な

っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

県
内
で
は
条
例
に
よ
り
、
自
動

車
な
ど
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト

ッ
プ
（
駐
停
車
中
に
エ
ン
ジ
ン
を

止
め
る
こ
と
）
の
実
施
が
、
信
号

待
ち
な
ど
の
例
外
を
除
き
、
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
ア
イ
ド
リ
ン

グ
・
ス
ト
ッ
プ
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

駐
車
場
利
用
者
へ
の
周
知
義
務

収
容
能
力
が
二
十
台
以
上
ま
た

は
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
あ
る
駐
車
場
の
管
理
者
・
設
置

者
は
、
看
板
な
ど
で
利
用
者
に
ア

イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
を
周
知

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
管
理
す

る
自
動
車
な
ど
の
運
転
手
が
ア
イ

ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
を
実
施
す

る
よ
う
、
適
切
な
措
置
を
行
う
義

め
関
係
機
関
や
団
体
と
協
力
し

て
、
次
の
と
お
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
通
る
道
や
交
差
点
こ

そ
、
意
識
的
に
安
全
確
認
す
る
こ

と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
巡
回
広
報
出
発
式
お
よ
び
高
齢

者
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

西
武
本
川
越
ぺ
ぺ
前
広
場
で
、

「
川か

馬ば

の
会
」
に
よ
る
太
鼓
の
演

奏
（
雨
天
中
止
）
が
行
わ
れ
た
あ

と
、
広
報
車
が
一
斉
に
出
発
し
、

市
内
各
地
で
交
通
安
全
広
報
を
行

い
ま
す
。

日
時
…
５
月
11
日
昔
、
午
前
10
時

〜
正
午
（
雨
天
決
行
）

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
…
５
月
15
日
惜
、
午
後
２
時

〜
３
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

会
場
…
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点

施
設
整
備
予
定
地
前
（
新あ

ら

宿
じ
ゅ
く

町ま
ち

一
丁
目
）

●
自
動
車
の
安
全
な
車
間
距
離
の

確
保
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
…
５
月
18
日
昔
、
午
後
２
時

30
分
〜
４
時
（
雨
天
中
止
）

会
場
…
川
越
運
動
公
園
前

問
い
合
わ
せ
…
安
全
安
心
生
活
課

交
通
安
全
対
策
担
当
・
℡
内
線

２
４
７
５

に
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
ゼ
ロ
運
動
以
外
に
も
…
…

市
で
は
、
ご
み
ゼ
ロ
運
動
の
日

以
外
に
地
域
の
清
掃
活
動
を
行
う

団
体
に
対
し
、「
環
境
美
化
活
動

支
援
制
度
」
と
し
て
、
ご
み
袋
の

支
給
や
ご
み
挟
み
・
啓
発
用
ベ
ス

ト
・
リ
ヤ
カ
ー
の
貸
し
出
し
を
行

い
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
に
お
い
て
も
、
道
路

の
清
掃
活
動
を
支
援
す
る
「
彩
の

国
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
」、
河
川
の

清
掃
活
動
を
支
援
す
る
「
水
辺
の

里
親
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
ご
み
ゼ
ロ
運
動
・

環
境
美
化
活
動
支
援
制
度
＝
資

源
循
環
推
進
課
減
量
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
担
当
・
℡
内
線
２
６
３

６$

彩
の
国
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー

ト
・
水
辺
の
里
親
制
度
＝
川
越

県
土
整
備
事
務
所
・
℡
２
４

３-

２
０
２
０

春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
を
実
施
し
ま
す

５
月
11
日
昔
〜
20
日
隻

市
で
は
、
川
越
警
察
署
を
は
じ

５
月
27
日
隻
は
、
ご
み

ゼ
ロ
運
動
で
す

ご
み
ゼ
ロ
運
動
は
、
道
路
や
公

園
な
ど
公
共
の
場
に
散
乱
し
て
い

る
ご
み
や
空
き
缶
を
拾
い
、
清
潔

な
環
境
を
保
ち
、
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
す
る
た
め
の
運
動
で
す
。

な
お
、
ご
み
ゼ
ロ
運
動
は
家
庭

の
ご
み
や
粗
大
ご
み
を
回
収
す
る

日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
ご
み
が
出
さ
れ
る
と
収
集
時
間

が
遅
れ
る
な
ど
、
作
業
の
妨
げ
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
収
集
車
両
が
作

業
を
行
い
ま
す
の
で
、
通
行
の
際昨年のごみゼロ運動の様子昨年のごみゼロ運動の様子昨年のごみゼロ運動の様子
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児
童
手
当
の
届
け
出
を

忘
れ
ず
に

児
童
手
当
の
所
得
制
限
の
対
象

と
な
る
所
得
が
、
五
月
一
日
以
降

の
新
規
申
請
か
ら
平
成
十
八
年
分

の
所
得
に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。

現
在
、
所
得
制
限
に
よ
り
手
当

を
受
け
て
い
な
い
場
合
や
、
対
象

と
な
る
児
童
が
い
て
も
申
請
を
し

て
い
な
か
っ
た
場
合
は
、
新
規
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
万
円
）。
三
人
目
以
降
の
児
童

は
、
月
額
一
万
円
。

申
請
方
法

子
育
て
支
援
課
（
本
庁
舎
二

階
）
・
出
張
所
・
連
絡
所
で
配
付

し
て
い
る
認
定
請
求
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
同
課
・
出
張
所
・

連
絡
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
出
生
・
転

入
に
よ
る
場
合
は
、
出
生
・
転
入

の
翌
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

特
例
給
付

児
童
手
当
の
所
得
限
度
額
を
超

え
て
い
て
も
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な

ど
（
厚
生
年
金
・
私
学
共
済
な
ど

に
加
入
し
て
い
る
方
）
に
つ
い
て

は
、
所
得
が
一
定
額
未
満
（
上
表
）

の
方
に
限
っ
て
、「
特
例
給
付
」

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

特
例
給
付
を
受
け
て
い
る
方

が
、
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き

は
受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
消
滅
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

退
職
後
に
受
給
し
た
手
当
を
返
還

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
子
育
て
支
援
課
子

育
て
支
援
担
当
・
℡
内
線
２
５

８
１

ま
た
、
す
で
に
手
当
を
受
け
て

い
る
方
は
、
六
月
中
に
現
況
届

と
ど
け

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
現
況
届

に
つ
い
て
は
、
六
月
上
旬
に
発
送

す
る
予
定
で
す
）。

支
給
対
象

小
学
校
修
了
前
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
、
所
得
が
一
定
額
未
満

（
左
表
）
の
方
。

手
当
額

一
人
目
・
二
人
目
の
児
童
は
、

月
額
五
千
円
（
三
歳
未
満
は
月
額

児童手当 特例給付
扶養人数

所得額 収入額（参考） 所得額 収入額（参考）
０人 4,680,000円 6,525,000円 5,400,000円 7,333,000円

１人 5,060,000円 6,956,000円 5,780,000円 7,756,000円

２人 5,440,000円 7,378,000円 6,160,000円 8,178,000円

３人 5,820,000円 7,800,000円 6,540,000円 8,600,000円

４人以上 １人につき38万円ずつ加算

所得限度額表（平成18年度）

＊対象は平成18年分所得です（源泉徴収の方は、給与所得控除

後の金額が該当します）。収入額は、あくまで目安です。

＊扶養人数は、平成18年分所得申告の際の人数です。所得には

一定の控除（医療費控除・障害者控除など）があります。詳しく

は、子育て支援課にお尋ねください。

＊この限度額表の所得額には、政令控除分８万円が加算してあり

ます。

＊限度額表など、児童手当について詳しくはお尋ねください。

199か所のオアシス　４月から開園した公園の一部を紹介します

現在、市内にある都市公園は199か所。子どもから大人まで誰もが利用できる公園は、自然とふれあうこ

とのできる「都市のオアシス」です。市では市民の皆さんの憩いの場として活用されるよう、これからも

計画的に公園の整備を進めていきます。天気のいい日は、みんなで近くの公園を利用してみませんか。

問い合わせ…公園整備課公園管理担当・℡内線3234

脇田新町公園
閑静な住宅街に整備された公園
で、健康遊具・複合遊具などが
設置されています

高階南公共広場
約15,700㎡もの広さがあり、
スポーツ・レクリエーションな
どを楽しむことができます

みよしの公園
高低差のある地形を生かした公
園で、健康遊具なども設置され
ています
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＊「
常
時
介
護
証
明
書
」
は
、
各

手
帳
の
交
付
先
が
発
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
市
民
税
課
税
制
担

当
・
℡
内
線
２
３
４
２

納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
し
た

平
成
十
九
年
度
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税

の
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
し

た
。
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

は
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
軽

自
動
車
税
は
、
同
年
四
月
一
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

第
一
期
分
と
軽
自
動
車
税
の
納
期

限
は
、
五
月
三
十
一
日
斥
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
通
知
書
と
共
に
、
課
税
資
産

（
土
地
・
家
屋
）
明
細
書
が
つ
づ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
土
地
・
家
屋
の

筆
数
・
棟
数
が
多
い
場
合
は
、
明

細
書
が
別
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
＝
資
産
税
課
管
理
担

当
・
℡
内
線
２
３
６
３
▼
軽
自

動
車
税
＝
市
民
税
課
税
制
担

当
・
℡
内
線
２
３
４
２

つ
方
と
生
計
を
同
一
に
す
る
方
が

所
有
す
る
車
を
、
手
帳
を
持
つ
方

の
た
め
に
専
ら
運
転
す
る
場
合

も
、
減
免
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
必
要
書
類
を
そ

ろ
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
に
引
き
続
き
減
免

申
請
を
受
け
る
方
は
、
郵
送
で
の

申
請
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

申
請
受
け
付
け

五
月
二
十
四
日
斥
ま
で
に
市
民

税
課
（
本
庁
舎
二
階
）。

問
い
合
わ
せ
…
資
産
税
課
管
理
担

当
・
℡
内
線
２
３
６
１

心
身
に
障
害
が
あ
る
方

の
軽
自
動
車
税
を

減
免
し
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ
方
の
う

ち
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

の
軽
自
動
車
税
が
減
免
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
手
帳
を
持

固
定
資
産
税
な
ど
を

減
免
し
ま
す

火
災
な
ど
に
あ
わ
れ
た
方
の
減
免

火
災
な
ど
で
損
害
を
受
け
た
家

屋
の
、
納
期
が
到
来
し
て
い
な
い

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
家

屋
分
の
み
）
が
減
免
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
消
防
局
予
防
課
が

発
行
し
た
「
り
災
証
明
書
」
を
添

え
て
、
資
産
税
課
（
本
庁
舎
二
階
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

＊
期
日
を
過
ぎ
る
と
、
減
免
申
請

の
受
け
付
け
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

●
平
成
十
九
年
度
軽
自
動
車
税
納

税
通
知
書

●
運
転
免
許
証

●
各
手
帳

●
各
手
帳
を
持
つ
方
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
の
方
が
所
有
す
る

車
を
、
常
時
介
護
す
る
方
が
運

転
す
る
場
合
は
「
常
時
介
護
証

明
書
」

小江戸サミット2007
in とちぎ 参加者募集

ことしの小江戸サミットは、栃木市で開催されます。

今回の行程では「身につけよう！　江戸しぐさ」の著

者・越
こし

川
かわ

禮
れい

子
こ

さんによる講演「いきで素
す

敵
てき

な江戸しぐ

さ」と、「残したい日本の音風景100選」に選ばれた

太
おお

平
ひら

山
さん

県立自然公園のあじさい坂で、その魅力を満喫

することができます。

その後、市内のとちぎ蔵の街美術館・とちぎ山車会

館などで自由散策をお楽しみください。なお、往復は

バスで移動します。

日時…６月23日析、午前８時10分～午後８時（集
合＝午前８時に川越駅西口）

行程…川越駅西口発→太平山自然公園（歓迎式典・昼
食・あじさい坂散策）→栃木グランドホテル（小江

戸サミット・講演会）→市内散策→川越駅西口着

対象…市内在住・在勤・在学
定員…80人（抽せん）
経費…3,000円（バス代・昼食代などを含む）
申し込み…往復ハガキに参加者全員の住所・氏名・年
齢・電話番号を明記し、５月31日斥（消印有効）

までに〒350－8601川越市役所観光課内「小江戸

サミット2007 in とちぎ係」

問い合わせ…観光課観光企画担当・℡内線2732

太平山県立自然公園のあじさい坂太平山県立自然公園のあじさい坂太平山県立自然公園のあじさい坂

イン



路上喫煙とは
道路・公園その他の屋外の公共の用に供する

場所において、歩行中だけでなく立ち止まって

たばこを吸うことや、火の付いたたばこを持つ

ことも含みます。自転車やオートバイに乗車中

の喫煙も含みます。

17の商店会が協力しています
路上喫煙禁止地区内にある次の商店会は、条

例の趣旨に賛同し、路上での啓発活動などに協

力しています。

路上喫煙禁止地区協力商店会
川越駅東口商店会・川越西口商店街・アトレテ

ナント会・八
はち

幡
まん

通り商店会・川越サンロード商

店街振興組合・川越新富町商店街振興組合・中

原町商店会・六栄会・中央通り商店街・連雀町

繁栄会・中央通り二丁目商店会・川越名店街・

大正浪
ろ

漫
まん

夢通り商店街振興組合・川越一番街商

業協同組合・鐘つき堂商店会・川越菓子屋横
よこ

丁
ちょう

会・元町一丁目商和会

指定喫煙場所を設置
路上喫煙禁止地区内において、左の地図の★

マークがある場所（川越駅東口のペデストリア

ンデッキ上に１か所・川越駅西口駅前広場内に

１か所）を、指定喫煙場所に指定しました。

問い合わせ…資源循環推進課減量リサイクル推進
担当・℡内線2635

市役所

時の鐘時の鐘時の鐘

埼玉りそな銀行埼玉りそな銀行
　　　川越支店　　　川越支店
埼玉りそな銀行
　　　川越支店

蓮馨寺

川越地方庁舎地方庁舎越地方庁舎川越地方庁舎

川
越
市
駅

県道川越・日高線県道川越・日高線県道川越・日高線

菓
子
屋
横
丁

ク
ラ
ッ
セ
川
越

ク
ラ
ッ
セ
川
越

ク
ラ
ッ
セ
川
越

タンタセンタ川越福祉センタタ越福祉セ
南公民館南公民館
川越福祉センター
南公民館

本
川
越
駅

レアトアアアア レレトレトレトレレアトレ

駅駅
越越
川川川川川
越
駅

札の辻札の辻
ポケットパークポケットパーク
札の辻
ポケットパーク

仲町暫定仲町暫定
ポケットパークポケットパーク
仲町暫定
ポケットパーク

連雀町連雀町
やすらぎアベニューやすらぎアベニュー
連雀町
やすらぎアベニュー

中原町中原町
ポケットパークポケットパーク
中原町
ポケットパーク

クレアパーククレアパーククレアパーク

路上喫煙
禁止地区

指定喫煙場所…

南
通
町

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

路上喫煙禁止地区が指定されます
６月１日昔から、禁止地区内での路上喫煙は終日禁止

４月１日に「川越市路上喫煙の防止に関する条例」を施行したことに伴い、路上喫煙禁止地区と指定

喫煙場所を告示しました。

路上喫煙禁止地区は、中心市街地の駅周辺や商店街などの歩行者数と散乱ごみの実態調査結果に基づ

き指定しました。この地区は人通りが多く、路上喫煙による吸い殻の投げ捨てや健康被害などが発生す

る可能性が高いと想定される地区です。路上喫煙禁止地区内では、６月１日昔から終日路上喫煙が禁止

になります。路上喫煙禁止地区の区域は、下の地図のとおりです。

なお、路上喫煙禁止地区内で路上喫煙した場合、10月１日席から１万円以下の過料が科されます。

４月１日、川越駅東口で行われた条例施行４月１日、川越駅東口で行われた条例施行４月１日、川越駅東口で行われた条例施行
式典において、あいさつをする舟橋市長式典において、あいさつをする舟橋市長式典において、あいさつをする舟橋市長
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６
月
７
日
斥
か
ら
、
消
費
者
団
体
訴
訟
制
度
が
施
行
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
消
費
者
全
体
の
利
益
を
守
る
た
め
、
事

実
と
異
な
る
説
明
を
す
る
な
ど
の
事
業
者
の
不
当
な
行
為

に
対
し
て
、
一
定
の
消
費
者
団
体
（
適
格
消
費
者
団
体
）

に
差
し
止
め
請
求
権
を
認
め
る
制
度
で
す
。

消
費
者
契
約
関
連
で
は
、
被
害
の
内
容
が
同
様
の
も
の

が
多
数
発
生
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

今
ま
で
被
害
を
受
け
た
消
費
者
は
、
消
費
者
契
約
法
に

よ
り
個
別
的
・
事
後
的
に
救
済
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
種
の

被
害
の
広
が
り
を
防
止
す
る
の
は
困
難
で
し
た
。
こ
の
制

度
に
よ
り
、
消
費
者
被
害
の
発
生
・
拡
大
を
防
止
し
、
事

業
者
の
不
当
行
為
自
体
の
差
し
止
め
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

消
費
者
の
皆
さ
ん
へ

消
費
者
被
害
の
情
報
収
集
活
動
に
身
近
な
被
害
情
報
を

提
供
す
る
な
ど
し
て
、
適
格
消
費
者
団
体
の
活
動
を
消
費

者
全
体
で
支
え
て
い
く
関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

消
費
者
団
体
訴
訟
制
度
に
関
す
る
情
報
は
、
内
閣
府
国

民
生
活
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
消
費
者
の
窓
）
か
ら
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

h
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ku
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e
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＊
　
　
　
　
＊

■
消
費
生
活
相
談

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
・
市
民
相
談
室
分
室
で
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
毎
月
二
十
五
日
発
行
の
広
報
川
越
・

市
民
相
談
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
（
ア
ト
レ
六
階
）
・

℡
２
２
６-

７
０
６
６

消
費
者
団
体
訴
訟
制
度
が

施
行
さ
れ
ま
す

145

2005年の京

都議定書発効以

降、地球温暖化

対策の重要性は

広く知られるよ

うになりまし

た。ＩＰＣＣ

（気候変動に関する政府間パネル）の第４次評価報告

書では、地球温暖化が起きていることに疑う余地がな

く、その原因は人間の活動により排出される温室効果

ガスの増加にあると、ほぼ断定されました。このよう

な状況の中、地球温暖化防止に向けた取り組みが活発

になっています。

市では、１％節電プラス１（ワン）運動をはじめと

して、さまざまな取り組みを行っています。市の公共

施設は、夏季の冷房温度を28℃程度に、冬季の暖房

温度を19℃程度に調整し、地球温暖化防止と省エネ

に取り組んでいます。また、環境にやさしい取り組み

を市民・事業者の皆さんに広げるため、エコチャレン

ジファミリー認定事業などを行っています。

今後は、第二次川越市環境基本計画で、重点項目と

なっている「（仮称）川越市地球温暖化対策条例」の

制定などを通して、市民・事業者・行政などで連携を

図り、持続可能な社会の構築に向けた地球温暖化対策

を推進していきます。

問い合わせ
環境政策課地球温暖化対策担当・℡内線2615

川越の環境を守るためには？
地球環境にやさしいまちづくり

消
費
生
活

消
費
生
活

消
費
生
活

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
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ト

レ
ポ
ー
ト

総
合
保
健
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ン
タ
ー
成
人
保
健
担
当
・
℡
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２
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４
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介
護
予
防
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
　

〜
い
き
い
き
元
気
な
暮
ら
し
〜

よ
っ
て
体
が
な

ま
っ
て
し
ま
う

現
象
で
す
。
最

近
の
研
究
に
よ

る
と
、
た
と
え

九
十
歳
以
上
の
高
齢
で
あ
っ
て
も
活
発

に
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
そ
の
機
能
は

向
上
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
体
を
動
か
す
と
い
っ
て
も
難
し
く

考
え
ず
、
ま
ず
は
一
日
三
十
分
以
上
、

散
歩
や
庭
仕
事
を
す
る
な
ど
、
ふ
だ
ん

「
年
を
取
れ
ば
、
心
身
の
機
能
が
低

下
す
る
の
は
あ
た
り
ま
え
」
と
考
え
て

い
ま
せ
ん
か
？
　
実
は
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
心
身
の
機
能
を
低
下
さ
せ
て
し

ま
う
最
大
の
原
因
は
、「
も
う
年
だ
か

ら
」
と
身
の
回
り
の
こ
と
や
外
出
を
し

な
く
な
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
足
腰
な
ど
の
機
能
低
下

は
、「
年
だ
か
ら
、
し
か
た
の
な
い
こ

と
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
使
わ
な
い
こ
と
に

の
生
活
の
中
で
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
食
事
の
支
度
や
掃
除
な
ど
、
自
分

で
で
き
る
こ
と
は
、
進
ん
で
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
く
ふ
う

が
、
心
身
の
老
化
を
防
ぎ
ま
す
。
そ
し

て
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
の
範
囲
を
広

げ
て
い
く
こ
と
が
介
護
予
防
に
な
り
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
自
立
し
て
生
き
生
き

と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
介
護
予
防

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

けんこう

メモ

川越省エネシンボルキャラクター川越省エネシンボルキャラクター川越省エネシンボルキャラクター
省太くん（左）と節ちゃん（右）省太くん（左）と節ちゃん（右）省太くん（左）と節ちゃん（右）



広報川越№1150・2007.５.10 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/ 12

親子で選挙を考えよう②
●ねずみの相談（イソップ物語より）
「猫から身を守るためには、どうすればいいだろう」。ねずみたちが、集まって相談をしました。
「いい考えがあるぞ。猫の首に鈴を付ければ、チリンチリンと鈴が鳴って、猫が来たことがすぐ
にわかるぞ」、「それは、うまい考えだ」。ねずみたちは大喜びで賛成して、鈴を用意しました。
ところが困りました。いったい誰が、恐ろしい猫の首に鈴を付けるのでしょう？　「ああ、怖
い。僕はごめんだ」、「わたしもいやよ」。これではいい考えも、何にもなりません。
実行できなければ、どんなにすばらしい考えも、意味がありません。市民の皆さんの考えを、

代表して実行してくれるのが、政治家の役割の１つです。

選挙管理委員会事務局・℡内線3713

子
ど
も
の
虐
待
を
理
解
す
る
た
め
に
⑫

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

私
が
小
児
科
の
病
棟
の
責
任
者
と
い

う
立
場
に
な
っ
て
、
若
い
小
児
科
医
を

指
導
す
る
よ
う
な
と
き
に
、
頭
が
い
骨

骨
折
の
赤
ち
ゃ
ん
に
出
会
い
ま
し
た
。

こ
の
子
の
お
母
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
と

き
、
虐
待
に
違
い
な
い
と
思
っ
て
、
こ

の
家
族
の
こ
と
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
こ
の
お
母
さ
ん
は
、
地
方

か
ら
ほ
と
ん
ど
駆
け
落
ち
状
態
で
親
族

か
ら
も
大
反
対
さ
れ
て
東
京
に
出
て
き

て
、
と
て
も
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん

で
、
と
て
も
育
児
が
た
い
へ
ん
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
、

育
児
も
苦
手
な
よ
う
で
し
た
。
お
母
さ

ん
は
つ
ら
か
っ
た
。
し
か
も
そ
の
時
に

お
父
さ
ん
が
結
核
を
発
症
し
、
失
職
し

て
し
ま
い
ま
す
。
近
所
に
知
り
合
い
も

い
な
い
し
、
親
族
に
も
頼
め
な
い
し
、

赤
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
小
さ
く
て
育
て
る

の
が
難
し
い
。
そ
う
い
う
状
況
の
中
で

虐
待
が
起
こ
っ
た
ん
で
す
ね
。

こ
の
ケ
ー
ス
は
お
母
さ
ん
が
強
引
に

退
院
さ
せ
た
い
と
言
う
の
で
子
ど
も
は

退
院
し
ま
し
た
が
、
私
は
何
と
か
退
院

後
も
お
母
さ
ん
と
よ
い
関
係
を
持
っ

て
、
家
族
を
援
助
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
信
頼
関
係
を
ど
う
や
っ
て
構

築
す
る
か
、
な
ん
て
よ
く
い
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
そ
う
い
う
形
で
外
来
で
診
よ

う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
な
か
な
か

外
来
に
も
お
母
さ
ん
は
き
ち
ん
と
来
な

く
て
…
…
。
そ
し
て
あ
る
時
、
こ
の
子

ど
も
が
自
宅
で
死
ん
で
い
た
と
い
う
こ

と
で
、
警
察
か
ら
私
の
病
院
に
通
報
が

あ
り
ま
し
た
。
死
因
に
不
審
な
点
が
あ

る
の
で
、
主
治
医
で
あ
る
私
に
事
情
を

聞
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
の
ケ
ー
ス
で
私
が
訴
え
た
い
の

は
、
先
ほ
ど
の
母
親
を
援
助
す
べ
き
で

あ
る
、
家
族
を
援
助
す
べ
き
で
あ
る
と

い
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
に
私

は
ま
ち
が
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

家
族
を
援
助
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ
こ

に
幼
い
子
ど
も
が
い
る
と
き
に
は
、
事

情
に
よ
っ
て
は
子
ど
も
の
生
命
に
危
険

が
及
ぶ
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
援
助
の
目
的
は
、
何
な
ん
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
が
わ
か
っ
て
い
な
い
と
、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
つ
づ
く
）

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
平
成
十
七
年
二
月
に
小
児
科
医
・
坂さ

か

井い

聖せ
い

二じ

さ
ん
を
招
い
て
行

っ
た
、
人
権
問
題
講
演
会
の
要
旨
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

市
で
は
、
毎
週
、
青
色
回
転
灯
装
備
の
市
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
支
援
車
で
、
安
全
安
心
生
活
課
お
よ
び
教
育
委

員
会
の
職
員
が
巡
回
し
て
い
ま
す
。
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
で
発
生
し
て
い
る
犯
罪
や

児
童
生
徒
に
対
す
る
声
か
け
事
案
な
ど
の
状
況
を
踏
ま

え
、
川
越
警
察
署
と
緊
密
な
連
携
の
下
に
行
っ
て
い
ま

す
。
街
頭
犯
罪
の
防
止
や
下
校
時
間
帯
の
児
童
生
徒
の

安
全
を
守
る
こ
と
が
、
主
な
目
的
で
す
。

平
成
十
七
年
度
中
に
平
均
し
て
月
一
回
以
上
、
自
主

的
な
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
自
治
会
は
二

百
二
十
で
し
た
。
こ
れ
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
積

極
的
な
地
域
防
犯
活
動
の
成
果
で
す
。
支
援
車
の
巡
回

中
に
、
自
治
会
や
学
校
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
出
会
っ
た

際
に
は
、
情
報
の
提
供
や
防
犯
に

関
す
る
お
願
い
を
し
な
が
ら
、
地

域
で
よ
り
効
果
的
な
自
主
防
犯
活

動
が
で
き
る
よ
う
、
支
援
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

安
全
安
心
生
活
課
防
犯
推
進
担

当
・
℡
内
線
２
４
７
１

人
権
推
進
課
人
権
推
進
担
当
・
℡
内
線
２
２
８
２

小
江
戸
川
越
防
犯
け
い
は
つ
隊
（
市
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
支
援
車
）

「小江戸川越防犯のまちづくり情報」
メール配信サービス実施中
kawagoe.bouhan@mpme.jp
＊登録を希望する方は、空メールを
送信してください。

埼玉県の選挙統一
キャラクター
「選挙くん」



短
　
歌

四
元
仰
・
選

自
転
車
の
前
籠か

ご

に
花
と
酒
入
れ
て
夫つ

ま

の
命
日
の
墓
参
に
向む

か

う

大
嶋
操(

砂
新
田)

蕗ふ
き

の
と
う
み
ど
り
の
つ
ぼ
み
の
ぞ
か
せ
て
一
足
早
い
春
を
告
げ
お
り

滝
沢
す
い(

池
辺)

何い

時つ

よ
り
か
夫
の
あ
ゆ
み
の
遅
く
な
り
歩
を
合
わ
せ
ゆ
く
桜
堤
を

寺
田
千
代
子(

仙
波
町
二
丁
目)

ふ
く
い
く
と
梅
の
香
に
お
え
ば
向
き
変
え
て
駅
へ
の
道
を
遠
ま
わ
り
す
る

西
角
美
知
子(

広
谷
新
町)

詩う
た

を
詠
む
こ
の
一ひ

と

時と
き

が
ま
た
楽
し
う
た
か
た
の
夢
の
愛い

と

し
さ
の
よ
う
な

山
本
泰
寛(

藤
原
町)

俳
　
句

石
川
俊
一
・
選

う
き
世
よ
り
し
ば
し
離
れ
て
雛ひ

な

飾
る

橘
木
悦
子(

霞
ケ
関
東
五
丁
目)

足
音
に
飛
び
立
つ
鳥
や
水
温ぬ

る

む

寺
田
貞
二(

仙
波
町
二
丁
目
）

夫つ
ま

病
み
て
寝
が
さ
小
さ
き
蒲ふ

団と
ん

か
な

安
達
典
代(

広
谷
新
町
）

嶺み
ね

分
け
て
し
ろ
が
ね
と
な
す
雪
解
川

林
友
次
郎(

通
町
）

日
差ざ

し
濃
き
棚
の
埃

ほ
こ
り

の
目
立
ち
をお

り

石
井
久
良(

的
場)

川
　
柳

小
川
正
夫
・
選

パ
ソ
コ
ン
も
メ
ー
ル
も
打
て
ず
う
ど
ん
打
つ

原
嶋
ふ
み(

笠
幡)

新
茶
入
れ
茶
柱
今
日

き

ょ

う

は
い
い
日
か
な

齊
藤
誠
之
助(

宮
下
町
二
丁
目)

七
十
の
弱
気
卒
寿
に
笑
わ
れ
る

和
田
ふ
み
の(

松
江
町
二
丁
目)

菖
し
ょ
う

蒲ぶ

湯
に
入
れ
た
長
男
二
児
の
パ
パ

本
間
四
郎(

旭
町
三
丁
目
）

宣
誓
の
声
青
空
へ
吸
い
込
ま
れ

樽
見
義
雄(

石
原
町
二
丁
目)

応募方法（７月掲載分は５月31日斥必着）
●短歌部門＝当季雑詠３首まで、俳句部門＝
当季雑詠２句まで、川柳部門＝雑詠３句まで
●市内在住・未発表・創作のもの・かい書で
明記・すべての漢字にふりがなを付ける・作
品の返却なし・掲載時に選者が手を加える場
合あり
●ハガキに部門・作品・住所・氏名（ふりが
な）・年齢・電話番号を明記し、〒350－
8601川越市役所広報室

ぼ
く
の
家
ぞ
く
は
、
五
人
家
ぞ

く
で
す
。

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
お
し
ご

と
を
、
日
曜
日
と
カ
レ
ン
ダ
ー
の

赤
い
日
し
か
休
み
ま
せ
ん
。
毎
日

が
ん
ば
っ
て
は
た
ら
い
て
い
る
か

ら
、「
す
ご
い
」
と
思
い
ま
す
。

つ
ぎ
に
、ぼ
く
の
お
母
さ
ん
は
、

い
つ
も
お
い
し
い
ご
は
ん
を
作
っ

て
く
れ
た
り
、
学
校
や
サ
ッ
カ
ー

の
や
く
い
ん
を
や
っ
た
り
し
て
い

る
か
ら
「
す
ご
い
」
っ
て
か
ん
し

ゃ
し
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
は
、
ぼ
く
の
お
兄
ち
ゃ
ん

で
す
。
お
兄
ち
ゃ
ん
は
サ
ッ
カ
ー

が
う
ま
く
て
、
お
休
み
の
時
は
ぼ

く
に
サ
ッ
カ
ー
を
教
え
て
く
れ
ま

す
。
お
か
げ
で
ぼ
く
は
、
サ
ッ
カ

ー
が
う
ま
く
な
り
ま
し
た
。
だ
か

ら
お
兄
ち
ゃ
ん
は
、「
す
ご
い
」

っ
て
た
よ
り
に
し
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
ぼ
く
の
妹
は
力
が
強

い
で
す
。
年
長
で
す
も
う
を
や
っ

た
ら
、
み
ん
な
に
か
っ
た
っ
て
言

っ
て
た
か
ら
、「
す
ご
い
」
っ
て

か
ん
し
ん
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
い
ご
に
ぼ
く
は
、
サ
ッ
カ
ー

の
キ
ー
パ
ー
に
な
り
た
い
か
ら
、

れ
ん
し
ゅ
う
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
少
し
う
ま
く
な
っ
た
か
ら
、

強
い
あ
い
て
と
し
あ
い
を
す
る
時と

き

に
キ
ー
パ
ー
を
た
の
ま
れ
た
り
し

ま
す
。
あ
い
て
に
点
を
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
時
、「
す
ご
い
」
っ
て

思
い
ま
す
。
で
も
、
そ
う
思
え
る

の
は
み
ん
な
の
お
か
げ
だ
な
あ
っ

と
、
思
い
ま
し
た
。

大
き
く
な
っ
た
ら
、
サ
ッ
カ
ー

せ
ん
手
に
な
っ
て
か
つ
や
く
し

て
、
家
ぞ
く
と
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
に
行
き
た
い
で
す
。ぼ
く
は
、

家
ぞ
く
が
大
す
き
で
す
。

＊
ふ
り
が
な
は
広
報
室
で
付
け
ま
し
た
。

楽
し
い
家
ぞ
く霞

ケ
関
南
小
学
校
三
年
　
　
高た

か

野の

正ま
さ

人と

217

北公民館周

辺で行われた

新河岸川桜ま

つりの取材

中、川べりに

白いタンポポ

を見かけまし

た。後日あら

ためて、白いタンポポを探しに出か

けました。視線を下に向け川沿いを

歩いていると、黄色いタンポポに混

じって白いタンポポの花がいくつか

咲いていました。

この花は、中国・四国・九州地方

に分布しているシロバナタンポポと

いう種類。これらの地方ではタンポ

ポといえば、シロバナタンポポを指

す所もあるそうです。

西日本のどこかから、川越に根付

いた白いタンポポ。桜の時期が終わ

って、小さいながらもその存在を示

していました。

白いタンポポ
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三
月
二
十
五
日
か
ら
小
江
戸
川
越
春
ま
つ
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
当
日
は
、
小
雨
の
降
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
笑
顔

が
印
象
的
で
し
た
。
そ
ん
な
、
春
ま
つ
り
の
様
子
を
集
め
て
み
ま
し
た
。

春
の
風
物
詩

小
江
戸
川
越
春
ま
つ
り

民踊流し民踊流し民踊流し

４月15日に行われた石原のささら獅子舞４月15日に行われた石原のささら獅子舞４月15日に行われた石原のささら獅子舞

桜がちょうど見ごろでした。４月１日に行われた新河岸川桜まつり桜がちょうど見ごろでした。４月１日に行われた新河岸川桜まつり桜がちょうど見ごろでした。４月１日に行われた新河岸川桜まつり

勇壮な和太鼓の響き勇壮な和太鼓の響き勇壮な和太鼓の響き

大道芸に拍手!!大道芸に拍手!!大道芸に拍手!!

無料体験できた人力車無料体験できた人力車無料体験できた人力車

みんなで同じポーズみんなで同じポーズみんなで同じポーズ
「イェーイ」「イェーイ」「イェーイ」

４月８日に行われた老袋の万作４月８日に行われた老袋の万作４月８日に行われた老袋の万作
ことしは踊りが行われましたことしは踊りが行われましたことしは踊りが行われました

オープニングのテープカットオープニングのテープカットオープニングのテープカット

表通り裏通り
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小
江
戸
川
越
観
光
親
善
大
使
の
菅
原
さ
ん
は
、
風
景
を

中
心
に
描
い
て
い
る
水
彩
画
家
で
す
。
菅
原
さ
ん
が
一
番

街
で
絵
を
描
い
て
い
る
と
「
あ
っ
、
南な

ん

岳が
く

さ
ん
だ
」
と
、

初
め
て
観
光
に
来
た
人
か
ら
も
声
が
掛
か
り
ま
す
。
そ
の

時
は
、「
よ
っ
、
ど
こ
か
ら
来

た
の
？
」
と
気
さ
く
に
応
え
ま

す
。
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い

る
、
雅
号
の
「
南
岳
」
の
由
来

は
、
戦
時
中
に
滞
在
し
て
い
た

中
国
の
地
名
。
緑
の
美
し
い
所

で
、
名
前
を
考
え
た
と
き
に
、

景
色
の
美
し
さ
が
浮
か
ん
で
き

て
決
め
ま
し
た
。

出
身
は
福
島
県
。
五
十
二
歳
の
時
に
川
越
に
移
り
住
ん

で
か
ら
は
、
時
の
鐘
に
魅
せ
ら
れ
、
一
番
街
の
風
景
を
中

心
に
多
く
の
作
品
を
描
き
ま
し
た
。

現
在
、
週
一
日
ほ
ど
一
番
街
周
辺
を
描
き
に
来
て
い
ま

す
。「
絵
を
描
い
て
い
る
と
、
観
光
に
来
た
方
と
話
を
す

る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
川
越
を
好
き
に
な

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
考
え
な
が

ら
、
絵
の
こ
と
や
川
越
の
美
し
さ
な

ど
を
話
し
て
い
ま
す
」と
菅
原
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
体
力
の
続
く
か
ぎ
り
、

好
き
な
川
越
の
町
並
み
を
描
き
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川越市の面積は109.16椙

まちのできごと 109
ト ー ク

パレット
お台場に鉄砲の音響く！
川越藩火縄銃鉄砲隊保存会による演武が、川越城築城550年・市

制施行85周年を記念して、４月１日に潮風公園（品
しな

川
がわ

区）で行わ

れました。江戸時代に、江戸湾の海防の目的で造られた台場を川越

藩が警備していたこと

にちなみ、台場のあるお台場海浜公園（港
みなと

区）と隣接

する潮風公園での開催となりました。

ほら貝の音を合図に出発した鉄砲隊の皆さんは、第三

台場から海岸沿いを行進しました。集まった観光客の皆

さんは、初めて見るよろい姿の行列に興味津々。鉄砲隊

の写真を撮る姿を、多く見かけました。潮風公園では、

迫力のある音に、「すごいね」と見ている皆さんはびっ

くりしている様子でした。

ふれあいのオープニング

川越藩鉄砲隊の皆さん55人が行進川越藩鉄砲隊の皆さん55人が行進川越藩鉄砲隊の皆さん55人が行進

菅す
が

原わ
ら

正ま
さ

之ゆ
き

さ
ん
（
88
歳
・
古ふ

る

谷や

上か
み

）

人

川

越

35
時の鐘は一番好きな風景です時の鐘は一番好きな風景です時の鐘は一番好きな風景です

観光に来た方と楽しいひととき

潮風公園太陽の広場で演舞潮風公園太陽の広場で演舞潮風公園太陽の広場で演舞

４月18日から24日まで、川越まつり会館でNHK大河ドラマ

「風林火山」展が開催されました。会場には、衣装の展示、歴

史パネル・野営の様子などが展示され、期間中に8,000人以上

の皆さんが訪れました。

18日には、河越夜戦の主役・北
ほう

条
じょう

氏
うじ

康
やす

を演じる俳優・松
まつ

井
い

誠
まこと

さんを迎えて開会式が行われました。松井さんは「川越の

観光に、少しでも役に立てれば」とあいさつ。会場には大勢

の皆さんが訪れ、松井さんから展示物の説明を受けたり、い

っしょに写真を撮たりするなど、楽しい時間を過ごしていま

した。６月には、同ドラマで「河越夜戦」が放映されます。
皆さんにわかりやすく解説する、和服姿の
松井さん（左）
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ま
ち
の
中
に
あ
る
美
術
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

川越城が築城されて550年目のことし、
さまざまな記念イベントが行われます

表紙
昨年の麦ナデシコ祭りの様子
（下

しも

小
お

坂
さか

）
花の摘み取りが楽しめる、麦ナデ

シコ祭り。ことしは、５月12日

析・13日隻に開催されます。

川越城築城550年

新
河
岸
川
に
架
か
り
、
志し

多た

町ま
ち

と
宮み

や

元も
と

町
ち
ょ
う

を
つ
な
ぐ
道
灌
橋
。

こ
の
橋
の
欄
干
は
、
時
の
鐘
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
よ
う
な
形
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
橋
の
中
央
の
両
側
に
は
、
太お

お

田た

道ど
う

灌か
ん

が
和
歌
の

道
を
志
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
、「
七
重
八
重
花
は
咲

け
ど
も
山や

ま

吹ぶ
き

の
実
の
一
つ
だ
に
な
き
ぞ
悲
し
き
」
の
歌
が
書
か
れ
た

レ
リ
ー
フ
が
あ
り
ま
す
。
歌
の
周
り
に
は
、
市
の
花
で
も
あ
る
ヤ
マ

ブ
キ
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
珍
し
い
、
川
越
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
名
が
付
い
た
橋
。

長
さ
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
短
い
橋
で
す
が
、
川
越
に
ち
な
む
物
が
た

く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
し
た
。

50

ア
ー
ト
な

越
川

東明寺橋

田谷橋

●

道灌橋道灌橋

●

北
公
民
館

（作品位置）（作品位置）
道灌橋

（作品位置）

●
裁判所・検察庁新

河
岸
川

上・道灌橋の欄干
右上・橋の中央にある和歌
のレリーフ。ヤマブキの
花を見ることができます

大
阪
・
堂ど
う

島じ
ま

の
米
相
場
を
左
右
し
た
横よ
こ

田た

五ご

郎ろ
う

兵べ

衛え

を

筆
頭
に
、
江
戸
時
代
以
来
数
々
の
豪
商
を
輩
出
し
た
川
越

は
、
一
面
、
商
都
の
趣
の
あ
る
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
ま
ち
で
、
志
を
抱
い
て
新
し
く
店
を
始
め
る
若

い
人
た
ち
の
た
め
に
、
先
輩
の
有
力
商
店
の
人
た
ち
は
さ

ま
ざ
ま
な
助
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
資
金
援
助
は

も
と
よ
り
、
住
ま
い
の
あ
っ
せ
ん
と
種
々
の
力
添
え
を
し

て
物
心
両
面
か
ら
支
え
、
鼓
舞
す
る
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。

後
年
に
な
っ
て
成
功
し
た
商
店
主
は
、
そ
の
時
の
借
用

証
文
を
掛
け
軸
に
し
て
、
大
切
な
家
の
祭
り
の
際
に
は
先

祖
の
肖
像
画
な
ど
と
共
に
飾
り
、
恩
義
を
末
永
く
子
孫
に

伝
え
る
風
が
あ
る
の
も
、
そ
の
証
し
の
一
つ
で
す
。

＊
市
文
化
財
保
護
協
会
会
長
・
宮み

や

岡お
か

正
し
ょ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
か
ら
伺
っ

た
話
を
、
広
報
室
が
ま
と
め
ま
し
た
。

小
江
戸
の
な
ら
わ
し
・
そ
の
二

川越ならではの
礼儀作法など

仲
間
入
り
す
る
若
い
皆
さ
ん
に
対
し
て


